
Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

企画情報課
[総務]

0件 100件 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２３年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

予算額

目標値

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか

性別による固定的な役割分担等が行われていないか

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか

事業の概要

実施していない。

平成23度実績

決算額

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業

事業に対する評価・課題等

実績値

進捗状況

担当課
数値目標

計画での方向

交流拠点施設からの地域産品宅配
サービス事業の検討

男女共同参画の視点での評価
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

企画情報課
[総務]

38,924人 43,000人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２３年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

各地区のコミュニティバスについて、今年度も引き続き運行を実施する。
利用者ニーズに即した運行形態の導入と運行体制の整備により、地域に愛される交通網の構築と交通空白地域
の解消を目指して地域住民の生活交通を確保していく。

予算額

27,541千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

新たな利用者の増加に向けた方策はもちろんのこと、現に利用していただいている方々に、引き続き利用していただけるような取
り組みが必要である。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

平成23年度実績

　利用者　40,607人

決算額

27,039千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

計画での方向

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ運行事業

事業の概要

事業者路線バスの廃止代替路線として３路線、交通空白地域への対策として５路線を運行している。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

企画情報課
[総務]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２２年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

　継続して実施。

予算額

65,000千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

　国庫補助路線     6,944千円    5系統
　県単補助路線   46,774千円　  7系統
　市町単独路線     8,882千円  17系統

実績値

―

進捗状況

―

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

事業に対する評価・課題等

　路線バスにおいては、利用者の減少→路線廃止、減便等縮小→さらなる利用者の減少、といった悪循環に陥っており、路線再
編、経費削減等、事業者の経営努力による対応は、既に限界にきている。路線バスの交通網は辛うじて維持されてはいるもの
の、補助金の負担も多額であり、市財政を圧迫している。

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

生活交通バス路線維持・確保事業

事業の概要

　住民の生活交通を維持・確保するため、事業者が運行する路線バス運行に要する経費の一部を補助するもの。

平成23年度実績

決算額

62,600千円
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

企画情報課
[総務]

①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

具体的施策

施策の方向

推進方策

基本目標

計画での方向
数値目標

担当課関連事業

該当しない

108,870千円

決算額

離島航路維持・確保事業

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２３年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成23年度予定

　継続して実施。

予算額

111,847千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ―

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ―

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ―

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ―

事業に対する評価・課題等

　離島航路においては、離島人口の減少を主な原因とする収入減により、欠損額は増加する一方であり、経費削減等、事業者の
経営努力による対応も、既に限界にきている。航路はかろうじて維持されてはいるものの、補助金の負担も多額であり、市財政を
圧迫している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

実績値

左記参照

進捗状況

―

事業の概要

　離島住民の生活交通を維持･確保するため、事業者が運行する離島航路運航に要する経費の一部を補助するもの。

平成23年度実績

　九島航路　48,267千円
　日振航路　60,603千円

237



Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

2,689千円

目標値

― 

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成24年度予定

　　　　利用者数 ： 320人

　　　　総事業費 ： 2,689,000円（委託料2,200千円、設置手数料489千円）

予算額

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

　ケアマネージャーや民生委員等に対して業務説明を行ったため、ある程度の周知は図られたが、市全体として更なる周知を
行っていきたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成23年度実績

　利用者数 ： 292人（3月末利用者）

　総事業費 ： 2,507,918円

決算額

2,508千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

計画での方向

在宅福祉事業（宇和島市緊急通報装
置貸与事業）

事業の概要

　独居高齢者および重度身体障害者等に対し緊急通報装置を貸与することにより、急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切な対
応を図る。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

　利用者数 ： 230名

　支給件数 ：1,660件

　支給費総額 ： 9,700,000円

予算額

9,700千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

　ケアマネージャーや民生委員等に対して業務説明を行ったため、ある程度の周知は図られたが、市全体として更なる周知を
行っていきたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

　居宅において要介護4以上の高齢者を介護している家族に対し、介護用品を支給することにより、経済的負担の軽減を図るとと
もに、要介護高齢者の在宅生活の継続及び向上を図る

平成23年度実績

　利用者数 ：217名

　支給件数 ： 1,464件

　支給費総額 ： 8,352,656円

決算額

8,353千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

家族介護支援事業（介護用品支給事
業）
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

若干、考慮されている

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う

平成24年度予定

　利用者数 ： 1,400名(延)

　配食件数 ： 8,400件

　支給費総額 ： 2,268,000円（委託料のみ)

予算額

2,268千円

目標値

― 

4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

　食事の提供が週に1回（昼食）のみであったため、十分な事業効果が得られていなかった。H21年度から週3回を上限に利用回
数を増やし、利用者の安否確認を行うことに重点を置いている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

担当課
数値目標

計画での方向

地域自立生活支援事業（栄養改善配
食事業（週１回配食、安否確認））

事業の概要

　居宅において食事の調理等が困難な65歳以上の独居高齢者等に対し、配食サービスを行うことにより栄養状態の改善と健康
の増進を図るとともに、利用者の安否確認を行う。

平成23年度実績

　利用者数 ： 1,159名(延)

　配食件数 ： 8,500件

　支給費総額 ： 1,836,550円（委託料のみ)

左記参照

進捗状況

3

決算額

1,837千円

実績値
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［１］　地域生活支援体制の整備

現状値（H22) 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成24年度予定

　利用者数 ： 235名

　支給月数 ： 2,300ヶ月

　支給費総額 ： 11,500,000円

予算額

11,500千円

目標値

― 

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

　ケアマネージャーや民生委員等に対して業務説明を行ったた、めある程度の周知は図られたが、市全体として更なる周知を
行っていきたい。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

　居宅において要介護3以上の寝たきり及び重度認知症の高齢者を介護している家族に対し、介護手当を支給することにより、経
済的負担の軽減を図るとともに、要介護高齢者の在宅生活の継続及び向上を図る

平成23年度実績

　利用者数 ： 268名

　支給月数 ： 1,983ヶ月

　支給費総額 ： 9,915,000円

決算額

9,915千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

計画での方向

基本目標

推進方策

施策の方向

在宅老人等介護手当事業

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課
事業利用者数

346人
400人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

継続して必要な支援を実施予定。

予算額

1,555千円

目標値

400人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

必要な支援を実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

聴覚、言語機能、音声機能その他の障害のため、意思疎通を図ることに支障がある障害者等の意思疎通の円滑化を目的に、手
話通訳等の方法により障害者等とその他の者の意思疎通を仲介する手話通訳者等の派遣等を実施する。

平成23年度実績

手話奉仕員派遣　358回

要約筆記奉仕員派遣　46回

決算額

1,566千円

実績値

404人

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

コミュニケーション支援事業
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課
事業利用者数

　26人 83人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる

該当しない

若干、考慮されている

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う

十分に考慮されている

平成24年度予定

前年度と同様

予算額

1,721千円

目標値

30人

4

事業に対する評価・課題等

必要な支援を実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

屋外で移動に著しい制限のある視覚障害者、全身性障害者、知的障害者、精神障害者及び障害児に対して、外出のための支援
を行うことにより当該障害者等の移動に関する福祉の向上に寄与する。

平成23年度実績

実利用者数：30人

決算額

2,422千円

実績値

３０人

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

移動支援事業
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課
事業利用者数

（月別）204人 200人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

前年度と同様

予算額

33,462千円

目標値

150人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

必要な支援を実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

障害者（児）及びその家族等に対して地域の実情に応じ、創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等の便
宜を供与することにより、障害者等の地域生活支援の促進に寄与する。

平成23年度実績

地域活動支援センターさかえ他4箇所・・・延利用人数　9,006名
月別　150人

決算額

34,319千円

実績値

150人

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

地域活動支援センター
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課
事業利用者数

557人 520人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

若干、考慮されている

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

平成23年度と同様に実施する

予算額

23,900千円

目標値

570%

4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

障害者の日常生活に必要な支援を実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

在宅の重度障害者（児）に対し、日常生活用具を給付又は貸与することにより、日常生活の便宜を図り、もって障害者の福祉の増
進に寄与する。

平成23年度実績

給付件数　2,146件
事業利用者実人数　559人

決算額

23,251千円

実績値

559人

進捗状況

5

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

日常生活用具給付等事業
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課 4,691人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

平成23年と同様に実施する。

予算額

26,593千円

目標値

6,900人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

障害者本人や家族、関係者からの相談に応じ、必要な情報の提供や助言、障害福祉サービスの利用等必要な支援を実施してい
る。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

障害者等が自立した社会生活を営むことができるよう、障害者等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び便宜を供与すること
や、権利擁護のために必要な援助を実施する。

平成23年度実績

地域活動支援センター柿の木　　　　　：　実人数　186人　・　延人数　3,087人
相談支援センター豊正園 　 　　　　　　：　実人数　199人　・　延人数　2,922人
南愛媛療育センター　　　　　　　 　　　 ：　実人数　228人　・　延人数　 586人
地域活動支援センターグリーン工房　：　実人数　　47人　・　延人数　　270人

決算額

28,120千円

実績値

6,865人

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

相談支援事業
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課 3,209件 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

若干、考慮されている

目標値

3,392件

4

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成24年度予定

前年度と同様

予算額

171,800千円

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか

実績値

3,392件

進捗状況

4

必要な医療助成を実施している

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課

161,573千円

数値目標
計画での方向

自立支援給付事業

事業の概要

障害のため、医療を必要とする者に対し、医療費の助成を行うことにより、自立と日常生活の安定に寄与する

平成23年度実績

自立支援医療費（更生医療）　対象レセプト３，３９２件

決算額

事業に対する評価・課題等

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課 2,400人 ①充実 ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

平成23年度と同様に行う。

予算額

380,000千円

目標値

2,500人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

必要な医療助成を実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

対 象 人 員：　　       2,371名
助 成 件 数：　　     61,104件
助 成 金 額：　　377,994千円
施行事務費：　　   5,142千円

決算額

377,994千円

実績値

2,371人

進捗状況

4

重度心身障害者医療事業

事業の概要

重度心身障害者のため医療を必要とする者に対し、医療費の助成を行うことにより、医療費の無料化を実施し、重度心身障害者
の生活の安定と福祉の増進に寄与する。

平成23年度実績

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課 1.608人 ①充実 ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

前年度と同様に実施予定。

予算額

36,944千円

目標値

1650人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

制度の周知が不足している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

対象延べ人数：1624  名

決算額

36,847千円

実績値

1624人

進捗状況

4

特別障害者（児）福祉手当事業

事業の概要

在宅重度障害者の福祉の増進を図るため、精神又は身体に重度の障害を有する在宅障害者の方に対し、その重度の障害に
よって生ずる特別な負担の一助として手当を支給する。

平成23年度実績

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

249



Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［２］　地域生活の支援

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課 147人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

前年度と同様

予算額

224千円

目標値

160人

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

着実に事務を実施している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

平成23年度実績

受給者数：150名

決算額

227千円

実績値

150人

進捗状況

4

計画での方向

特別児童扶養手当事務事業

事業の概要

精神又は身体に障害のある児童を家庭において看護している者に対して、国が特別児童扶養手当を支給し、その児童の福祉の
増進を図るため、事務取扱を実施する。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［３］　教育・育成の充実

現状値（H22) 目標値（H24）

福祉課
[子育て支援]

①充実 ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

なし。

予算額

ー

目標値

ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか ー

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか ー

性別による固定的な役割分担等が行われていないか ー

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか ー

事業に対する評価・課題等

なし。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ー

平成23年度実績

実績なし。

決算額

ー

実績値

ー

進捗状況

ー

計画での方向

特別支援教育推進事業

事業の概要

関係機関との連携のもと、障害児教育、特別支援教育の充実、就学・進路相談の充実など、一貫した教育・育成に努める。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［３］　教育・育成の充実

現状値（H22) 目標値（H24）

教育総務課 100% ①充実 ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

特別支援教育推進事業

事業の概要

関係機関との連携のもと、障害児保育、特別支援教育の充実、就学・進路相談の充実など、一貫した教育・育成に努めます。

平成23年度実績

○特別支援教育研修会・講演会・関係諸機関等との連携を図りながら、育成に努めた。
○関係機関との連携をとり、個別の特別支援教育の取組や就学相談を受けながら、一貫した教育・育成に努め
た。
○特別支援教育連携協議会・研修会への参加や就学に向けて小学校や関係機関との連携を図ってきた。
○幼児一人一人の実態を把握し、幼児の成長・発達を促すために研修・実践を行い、教育の充実を図る。
○幼･小・保護者及び関係諸機関との協力や、連携を図りながら、就学に向けた支援に努めた。
○専門機関との連携を十分にとりながら保育を進めて　いった。・高齢者や障害をもっている方々との交流する機
会を持った。
○高齢者との交流活動
○幼小の関連も含め関係機関との連携も行った。

決算額

―

実績値

100%

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

○個別の支援教育の推進について、関係諸機関や保護者との連携や啓発の在り方を工夫する。
○個別の特別支援教育の就学相談などの保護者の理解と協力を得て、どのように推進していくか。
○保護者との連携を深めるとともに、個別の支援教育の推進や、関係機関との連携を図りながら研修を深める。
○特別支援コーディネーターを中心に配慮を要する幼児についての共通理解を図り、指導にあたることで成果が感じられた。
○特別支援学級への入学が可能となった。  また、保護者を含め配慮を要する幼児への温かい関係づくりができた。
○高齢者の方との交流は少しではあるが実施することができた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 5

平成24年度予定

○特別支援教育研修会･講演会等への参加及び関係諸機関との連携の在り方
○教師の特別支援教育の研修会参加
○職員の研究会への参加や保護者との連携。
○特別支援に関する研修会への参加。関係機関や保護者との連携。
○特別支援教育研修会への参加や、小学校との情報交換を行う。
○高齢者や障害を持っている方々との交流
○特別支援に関する研修会への参加や、園内研修の充実。
○就学に向けて保護者や関係諸機関との連携・ 研修会参加・園内研修

予算額

―

目標値

100%

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［３］　教育・育成の充実

現状値（H22) 目標値（H24）

学校教育課 82% ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

特別支援教育推進事業

事業の概要

関係機関との連携の下、特別支援教育の充実、就学・進路相談の充実など、一貫した教育・育成に努める。
高齢者や障害者についての理解を深める。
相手の立場と人格を尊重する態度を育成する。

平成23年度実績

校内支援委員会の充実、高学年における進路相談の充実。
特別支援学級における交流学習の充実・理解を深めた。
老人ホームへの訪問を、教育課程を通じて位置付けし、実施した。
知的障害者更生施設との交流を通して、障害のある人への理解を深めた。

決算額

実績値

88%

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

専門機関との連携を取り、指導を受けながら個々のニーズにあった支援を行った。
支援委員会を計画的に実施し、全教職員で共通理解を図りながら指導に当たった。
高齢者養護施設との交流によって、子供が障害者やお年寄りと接する態度や心が育った。
保護者や家族の願いを把握する取り組みは重要である。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成24年度予定

特別支援学級の児童に対し、保護者との連携、協力による適切な配慮と指導に努める。
校内支援委員会のさらなる充実
特に配慮が必要な児童に対し、個別の指導計画を作成、実行し、全職員で共通理解を図りながら指導していく。
老人ホームとの交流に工夫を加えていく。
特別支援教育コーディネーターを中心として、一人一人のニーズに応じた支援を外部の諸機関と連携しながら推
進する。

予算額

目標値

100%

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［４］　消費者対策の充実

現状値（H22) 目標値（H24）

企画情報課
[商工観光課]

160人 1,500人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２３年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

公民館職員研修会や民生児童委員等の会議で、消費生活出前講座及び悪徳商法等についてのパンフレットを
配布し、啓発活動を行う。

予算額

344千円

目標値

350名

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業に対する評価・課題等

社会に出て行く高校生に、自分自身で身を守る知識や判断能力を身に付けることを目的した講座を行った。
今後においても、消費に関する正しい情報や知識を啓発することが大切と考える。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか ―

事業の概要

消費者支援講座の開催。

平成23年度実績

平成24年度消費者支援講座
　○平成24寝2月10日　　　内容・テーマ「消費者トラブルに遭わないために」
　　参加者：吉田高等学校生徒　188名
　○平成24年2月16日　　　内容・テーマ「消費者トラブルに遭わないために」
　　参加者：津島高等学校生徒　84名
　○平成24年2月22日　　　内容・テーマ「悪徳商法にだまされない！！」
　　参加者：むつみ荘入所者　20名

決算額

174千円

実績値

292人

進捗状況

2

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

消費者教育事業（消費者講座）
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［４］　消費者対策の充実

現状値（H22) 目標値（H24）

企画情報課
[商工観光課]

150人 200人 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

平成24年度予定

【消費者啓発パネル展】
日時：平成24年10月1日（月）～平成24年10月5日（金）
場所：市役所1階ロビー
内容：消費者啓発パネル展,啓発グッズ配布

予算額

1,104千円

該当しない

男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

全く進んでいない 全く考慮されていない

平成２３年度実績の進捗状況

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 5

数値目標

5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

・困った時の相談窓口「宇和島市消費生活センター」を市民に広く周知できた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課 計画での方向

消費者啓発事業（消費啓発講座）

事業の概要

消費啓発講座の開催。

平成23年度実績

【消費者啓発パネル展】
日時：平成23年6月25日（土）
場所：南予文化会館ロビー
内容消費者啓発パネル展、啓発グッズ配布

日時：平成24年1月16日（月）～平成24年1月20日（金）
場所：市役所1階ロビー
内容：消費者啓発パネル展,啓発グッズ配布

決算額

858千円

実績値

－

進捗状況

4
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［５］　高齢者の生きがいづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

　年間活動延月数 ： 1,656ヶ月

　○社会奉仕活動事業（地域清掃活動、花づくり活動、独居高齢者訪問活動等）
　○老人教養講座開催事業（介護講座、健康講座、防災講座等）
　○健康増進事業（健康体操教室、グランドゴルフ、ペタンク等）

予算額

1,656千円

目標値

―

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業に対する評価・課題等

高齢者の生きがいや健康づくりの推進が図られた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

事業の概要

　高齢者の生きがいや健康づくりを推進するため、老人クラブ活動への補助金を交付している。

平成23年度実績

　年間活動延月数 ： 1,656ヶ月（138ｸﾗﾌﾞ）

　　○社会奉仕活動事業（地域清掃活動、花づくり活動、独居高齢者訪問活動等）
　　○老人教養講座開催事業（介護講座、健康講座、防災講座等）
　　○健康増進事業（健康体操教室、グランドゴルフ、ペタンク等）

決算額

1,656千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

老人クラブ育成事業
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［５］　高齢者の生きがいづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

数値目標
計画での方向

　事業受託件数 ： 3,019件

　就業実人員 ： 374人

　就業延人員 ： 26,952人日

決算額

具体的施策

関連事業 担当課

老人福祉事業（シルバー人材セン
ター充実支援）

事業の概要

　定年退職者その他の高年齢者の就業において、臨時的かつ短期的なもの又はその他軽易な業務の機会を確保し、その就業を
援助、または能力の積極的な活用を図るため、シルバー人材センターに対し補助金を交付している。

平成23年度実績

基本目標

推進方策

施策の方向

13,000千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

　高齢者の就業機会の確保や能力の積極的な活用を図るための支援ができた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 3

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

平成24年度予定

　事業受託件数 ： 3,300件

　就業実人員 ： 430人

　就業延人員 ： 29,000人日

予算額

13,000千円

目標値

―

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［５］　高齢者の生きがいづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

農林課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

熟年就農講座
（新規就農支援講座）

事業の概要

高齢者や新規就農者等の自発的な農業への取り組みを支援する

平成23年度実績

参加者
宇和島支部外旧自治体ごとに開催し、地域の特性を生かした活動を展開した。
　　開催回数：13回　　　延べ参加者数：152人
　　主な講習内容　　・夏野菜の管理について　　・秋蒔き野菜の作り方について　　・熟年帰農について　　・鳥獣
害対策に　　　　　　ついて　　など

決算額

80千円

実績値

左記参照

進捗状況

事業に対する評価・課題等

女性が積極的に農作業に取り組み、農業を理解しようと、毎年多くの女性が参加している。講義内容がマンネリ化しないよう参加
者の意見を取り入れながら取り組んでいきたい

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 5

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成24年度予定

２３年度に若い女性の新規受講者が増加したため、就農講座の充実とともに若手女性就農者の育成に努めた
い。

予算額

目標値

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［５］　高齢者の生きがいづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

生涯学習課 21館 30館 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

高齢者学級（地区公民館）

事業の概要

高齢者が地域の活動に積極的に参加し、生き生きと暮らしていけるよう、各地区公民館において高齢者が気軽に参
加できる学級・講座を実施するもの。

平成23年度実績

【高齢者学級】
実施公民館数　：１９館
実施回数　　　　：４８回
延べ時間数　　　：９７時間
高齢者参加数　：１，３１７人（うち、男性７４３人、女性５７４人）

決算額

106千円

実績値

19館

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

各種学級・講座は、男女の別や年齢に関わらずできるだけ多くの人が学べるように、土日や日中、夜間等に分散して
開催しており、内容もできるだけ住民の学習ニーズに応えられるように工夫している。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 3

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成24年度予定

【高齢者学級】（予定）
実施公民館数　：２４館
実施回数　　　　：４２回
延べ時間数　　　：１３６時間

予算額

180千円

目標値

24館

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［６］　高齢者や障害者にやさしいまちづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

建設課 20% 21% ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

歩道の切下げ及び点字ブロックの設
置等

事業の概要

交通量が多く、通学路に指定されている路線において、張出歩道を設置し、歩行者にやさしい道造りをするもの。

平成23年度実績

中沢町１丁目の張り出し歩道（整備延長L=72m)を設置し、歩車道の分離を行い、歩行者の安全確保を図った。

決算額

8,000千円

実績値

20%

進捗状況

3

事業に対する評価・課題等

近年の財政状況に対して市内の補修箇所の増加により予算確保が困難になっている。しかしながら、交通弱者に対して、最優先
の道造りを行っていかなければならないと考えている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか -

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

平成24年度予定

歩行者にとって危険な箇所について、市民からの要望によりその都度補修を行う予定である。

予算額

500千円

目標値

21%

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［６］　高齢者や障害者にやさしいまちづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

都市整備課 公園1箇所 ①充実 ②継続 ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

都市公園における移動等円滑化への
対応

事業の概要

出入口の段差解消やスロープの設置等により、高齢者や障がい者、ベビーカーを含む子ども連れの人などに優しい公園造りを目
指すもの

平成23年度実績

○吉田公園・・・多目的トイレの設置
○和霊公園・・・折りたたみおむつ交換台の設置（地域子育て創生事業の活用）

決算額

10,000千円

実績値

2箇所

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

子ども連れの人に配慮したトイレ設備の改修を行うことができた。しかしながら、まだ改修が必要と思われる小規模公園が多数あ
ることから、財政措置を含めた年次改修計画の策定が必要である。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 2

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 4

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

平成24年度予定

○天赦公園・・・多目的トイレの設置
○市内公園・・・小規模公園を含めた既存施設の調査・改修

予算額

16,000千円

目標値

2箇所以上

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［６］　高齢者や障害者にやさしいまちづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

建築住宅課 56戸 56戸 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

公営住宅整備事業（バリアフリー型公
営住宅数の拡大）

事業の概要

少子高齢社会に対応するため公営住宅等整備事業により、公営住宅のバリアフリー化を推進する。

平成23年度実績

なし（Ｈ19年度中に全56戸改修済）

決算額

-

実績値

目標値達成済

進捗状況

5

事業に対する評価・課題等

未改修の公営住宅については、公営住宅等長寿命化計画に基づいて計画的にバリアフリー化を進めていく必要がある。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか -

性別による固定的な役割分担等が行われていないか -

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか -

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか -

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

平成24年度予定

なし

予算額

-

目標値

-

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

１．社会参画の推進

［６］　高齢者や障害者にやさしいまちづくり

現状値（H22) 目標値（H24）

生涯学習課 ― 15館 ①充実 ● ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

障害者用トイレ設置事業（中央・地区
公民館）

事業の概要

公民館３３館（中央公民館、分館２館含む）のうち、障害者用トイレ設置館は１３館で、将来的に全館設置を
目指しているものの、多額の財源を必要とするため、長期的な計画として平成２４年度までに２館増を目標
とするもの。

平成23年度実績

障害者用トイレ設置のための現地調査を実施中。

決算額

0千円

実績値

-

進捗状況

1

事業に対する評価・課題等

障害者用トイレ設置・未設置の公民館のうち、設置スペースの状況により大規模改修を必要とする公民館
があるため、屋外の設置も検討する必要がある。ただし、屋外設置とする場合は、夏場・冬場におけるトイ
レ内の空調にも配慮する必要がある。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 5

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか -

平成24年度予定

障害者用トイレ設置のための現地調査を継続する。
設置予定公民館２館の決定。１台あたりの工事費用の積算。

予算額

0千円

目標値

-

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

２．介護予防事業の充実

［１］　介護予防事業の実施

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

○二次予防事業対象者……見込み800人
○通所型介護予防事業利用者……最大利用見込み実人員147人
　　宇和島会場1セット24回：計6セット、三間・吉田・津島会場1セット13回：計各会場2セット
○訪問型介護予防事業利用者……実人員2人

予算額

13,893千円

目標値

ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 2

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

○健診機関など各関係機関との連携により、広く基本チェックリストの実施が図れてきている。
○広報、リーフレット配布等により啓発活動を行い、広く周知されてきた。
○二次予防事業利用者に、運動器の機能向上プログラム等を実施し効果があらわれている。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

事業の概要

要介護状態等となるおそれの高い虚弱な状態にあると認められた65歳以上の者（二次予防事業対象者）を、基本チェックリストで
把握する。
把握した二次予防事業対象者に、通所型介護予防事業や訪問型介護予防事業を実施する。
事業の利用等により、要介護状態等となることを防ぎ、活動的で生きがいのある生活や人生を送ることができるよう支援する。

平成23年度実績

○基本チェックリスト実施者……3,831人
○二次予防事業対象者……874人
○通所型介護予防事業利用者
　　・運動器の機能向上プログラム参加者……実人員136人
　　・栄養改善プログラム参加者……実人員3人
　　・口腔機能の向上プログラム参加者……実人員25人

○訪問型介護予防事業利用者……実人員0人

決算額

11,441千円

実績値

左記参照

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

介護予防事業に係る二次予防事業
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

２．介護予防事業の充実

［１］　介護予防事業の実施

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

具体的施策

関連事業

基本目標

推進方策

施策の方向

担当課
数値目標

計画での方向

介護予防事業に係る一次予防事業

事業の概要

地域において介護予防に資する自発的な活動が広く実施され、地域の高齢者が自ら活動に参加し、介護予防に向けた取組が主
体的に実施されることを図る。
健康教育や健康相談等を通じて、介護予防を普及啓発したり、地域における活動の育成や支援を行う。

平成23年度実績

◎介護予防普及啓発事業
　○各種講座……335回・6,712人（うち介護予防講座…40回・874人）
　○相 談 会……2回・30人　、健康相談（保険健康課）……220回・1,647人
　○「シニア元気づくりお役立ちガイド及び情報」発行……37,000部配布
　○認知症フォーラム　1回・64人

◎地域介護予防活動支援事業
　○ボランティア講座等……19回・323人　、ボランティアスキルアップ研修……1回・17人
　○シニア元気づくりサポーター育成事業……12回・172人
　○高齢者元気づくり推進事業……3,332件
　○ミニサークル支援活動……20回・277人
　○ふれあいいきいきサロン……66回・950人
　○自主グループ支援……9回・135人

決算額

11,477千円

実績値

左記参照

進捗状況

4

事業に対する評価・課題等

○介護予防普及啓発事業
　・広報、パンフレット配布、保険健康課や公民館事業と連携した普及・啓発が図れた。
　・シニア元気づくり体操普及事業・通所型介護予防事後事業を実施し、介護予防活動が市民に浸透してきている。

○地域介護予防活動支援事業
　・シニア元気づくりサポーター育成事業や介護予防ボランティア養成講座の実施により、介護予防活動への参加・ボランティア
　　養成の基盤整備が図れた。
　・高齢者元気づくり推進事業等により、高齢者が身近に集う場としての高齢者サロンの拡充が図れた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 4

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

平成24年度予定

○シニア元気づくり体操普及事業（シニアｏｈ!げんき体操クラブ）……5会場各毎月1回　計60回（実人数150人）
○通所型介護予防事後事業……12回（実人数12人）
○高齢者元気づくり推進事業……高齢者サロンの拡充（161か所→178か所）
○シニア元気づくりサポーター育成事業……12回（実人数10人）
○介護予防講座……33回
○健康相談（保険健康課）……220回　、健康教育……230回
○ボランティア講座等……16回
○ボランティアスキルアップ研修会参加……1回
○地域活動組織への講師派遣……84回
○「シニア元気づくりお役立ちガイド」発行……37,000部配布

予算額

12,253千円

目標値

ー

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

該当しない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

全く考慮されていない

若干進んだと思う 若干、考慮されている
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２．介護予防事業の充実

［２］　地域包括支援センター事業の実施

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

介護予防ケアプラン作成見込数：147件

予算額

321千円

目標値

ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 2

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

○個別性を重視し自立支援を目指した適切な介護予防ケアプランの作成や、計画を定期的に評価し見直しを行うことで、改善に
　　向けた支援ができた。
○二次予防事業の通所型介護予防事業や訪問型介護予防事業と連携して実施する事ができた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

事業の概要

要介護状態等となるおそれの高い虚弱な状態にあると認められた65歳以上の者（二次予防事業対象者）を、要介護状態となるこ
とを予防する為、心身や環境等の状況に応じて、対象者自らの選択に基づき、介護予防事業等その他の適切な事業が包括的か
つ効率的に実施されるよう必要な援助を行うことを目的としてケアマネジメントを行う。

平成23年度実績

介護予防ケアプラン作成数：135件
介護予防ケアプランの評価数：135件

決算額

240千円

実績値

左記参照

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

介護予防ケアマネジメント事業
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２．介護予防事業の充実

［２］　地域包括支援センター事業の実施

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

平成24年度予定

◎総合相談事業
　○初期相談から、継続的・専門的な援助まで対応する総合的な相談支援
　○高齢者の実態把握のための個別訪問
　○高齢者地域見守りネットワークの運営
◎権利擁護事業
　○高齢者虐待防止への取組
　○成年後見制度の活用
　○消費者被害の防止

予算額

5,845千円

該当しない

男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

全く進んでいない 全く考慮されていない

平成23年度実績の進捗状況

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

目標値

ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 5

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

○個別訪問により実態把握を行うことで、支援を必要とする高齢者を発見し、適切な支援や継続的な見守りを行い、問題の予防
的
　　対応を図っていくことができた。
○協力事業所や見守り推進員と連携して、地域全体で見守りや訪問等を行い、日常的な安否を確認するとともに、異常等を発見
し
　　た時に迅速に対応できるよう努めた。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 3

実績値

左記参照

進捗状況

4

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

総合相談・権利擁護事業

事業の概要

　高齢者が安心して生活を続けていくために、介護保険サービスだけでなく関係機関のネットワークを活かしながら、総合相談支
援を通じて、制度の垣根を越えた横断的・多面的な援助を目指す。
　高齢者が認知症や要介護状態になっても、生命や財産が守られ、日常生活に支障をきたすことなく安心して暮らすことができる
よう、個人の尊厳を保持するための権利擁護事業の効果的な活用を促進する。

平成23年度実績

◎総合相談事業
　○総合相談延べ件数……5,201件

◎権利擁護事業
　○高齢者虐待通報件数……18件（内、虐待と認定した件数……8件）
　○成年後見制度に係る相談件数延べ件数……284件（実人数42人、申立て件数10件）

決算額

5,416千円

267



Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

２．介護予防事業の充実

［２］　地域包括支援センター事業の実施

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成24年度予定

○成年後見人制度利用支援事業見込人数……3名
○制度普及のための研修会開催……2回
○相談・制度説明・手続支援

予算額

839千円

目標値

ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 4

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 4

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

成年後見人制度の利用に関する説明や助言を行い、申し立てにともなう支援を行った。又、成年後見人制度を広く普及させるた
めの広報の利用、並びに地域の医療機関、権利擁護に関わる団体等との連携を図った。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 5

平成23年度実績

○相談延べ件数……284件
○申し立て支援……42件
○申し立て件数……9件（うち市長申し立て件数　2件）

決算額

146千円

実績値

左記参照

進捗状況

4

計画での方向

成年後見人制度支援事業

事業の概要

➀高齢者などからの権利擁護に関わる相談などに対応する。
➁成年後見人制度の利用が必要と思われる人について、その家族などに成年後見人制度の必要性や手続き等を説明し、申し
　　立てにつなげる。
➂成年後見人制度が必要であるにも関わらず身寄りがないような人について、市長申し立てにつなげる事等の権利擁護に係る
　　事業を行う。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり
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２．介護予防事業の充実

［２］　地域包括支援センター事業の実施

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成23年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

◎介護支援専門員に対する個別支援
　➀支援困難事例を抱える介護支援専門員への支援（窓口相談・同行訪問）
　➁サービス担当者会議の開催支援
　➂ケアマネジメントの質の向上のための研修会開催（5回/年）

◎包括的・継続的ケアマネジメントの体制構築
　➀「地域ケアネットワーク会議」を中心とした関係機関の連携体制づくり

予算額

812千円

目標値

ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

市内35か所の居宅介護支援事業所の介護支援専門員96名からの相談は、平成23年度502件であり、年々支援困難事例を始
め、介護支援専門員の相談・支援が増加している。又、関係機関と定期的に集うことで顔の見えるネットワークづくりができ、連携
が取りやすくなっている。今後は、独居高齢者のさまざまな問題や虐待、認知症等多様化する問題に対応できる様に地域ケア
ネットワーク会議を構成する部会の充実と各部会どうしの繋がりを強めて行く必要がある。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 5

　地域ケアネットワーク会議を構成する部会を、これまでの4部会から6部会に再編成することで、地域ケアネット
ワーク会議の見直しを行った。又、各部会を定期的に開催することで、地域ケアネットワーク会議の強化を図っ
た。

◎地域ケアネッワーク会議……2回
　　・介護支援専門員部会……6回
　　・介護サービス事業所部会……6回
　　・認知症対策部会……7回
　　・地域見守り部会……1回
　　・権利擁護部会……2回
　　・介護予防部会……7回

　　　　　　ケアマネ支援…467件/年、　サービス担当者会議への参加…35回/年、　合計502件

決算額

641千円

実績値

左記参照

進捗状況

4

包括的・継続的ケアマネジメント事業

事業の概要

地域包括ケア体制ネットワークの構築
介護支援専門員の情報交換促進
介護支援専門員に対する日常的指導・相談
支援困難事例への指導

平成23年度実績

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

基本目標

推進方策

施策の方向

具体的施策
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２．介護予防事業の充実

［３］　認知症高齢者への支援

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ● ③新規 ●

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－該当しない

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

全く進んでいない 全く考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

若干進んだと思う 若干、考慮されている

平成２３年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている

平成24年度予定

引き続き宇和島市独自で認知症高齢者への対策に取り組む。（包括的支援事業の一環としての取組）
○地域ケアネットワーク会議・認知症対策部会……適宜部会を開催し、認知症対策について、検討する。
○徘徊ＳＯＳネットワークの構築事業……徘徊ＳＯＳネットワーク構築の為の協力者を確保し、情報伝達ルートの
確立。
○認知症医療・ケア研修会
　　・認知症医療との連携……認知症情報提供書の活用推進及び内容改善
○認知症学習会
　　・認知症講演会の実施　年1回
　　・認知症講座（サポーター養成講座）　　年40回
　　・キャラバンメイトフォローアップ研修……キャラバン・メイト連絡会の結成　年1回
　　・認知症家族のつどいへの協力
　　・認知症相談室……医師相談　　年6回

予算額

495千円

目標値

ー

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか 5

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか 3

性別による固定的な役割分担等が行われていないか 3

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか 5

事業に対する評価・課題等

○認知症に係る事例検証など、学習会及び研修会を通じて関係者を通じて、認知症が病気であることの理解者や支援できる認
知
  症サポーターの養成が推進できた。
○徘徊ＳＯＳネットワークの構築については、系統的な情報伝達のしくみについて、整備に一層の努力が必要と思われる。

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか 5

事業の概要

「認知症になっても安心して暮らせる街・宇和島」を目指し、認知症高齢者を取り巻く問題の支援体制システムを構築する。
一次予防事業の中で認知症の予防を図り、総合相談・権利擁護事業で認知症の方の相談を行い、認知症の方がより安心して生
活できるよう支援する。

平成23年度実績

宇和島市独自で認知症高齢者への対策に取り組む。（包括的支援事業の一環としての取組）
○地域ケアネットワーク会議・認知症対策部会……適宜部会を開催し、宇和島市として取り組む認知症対策に
    ついて、検討する。　年7回開催。
○徘徊ＳＯＳネットワークの構築事業……徘徊ＳＯＳネットワーク構築の為の協力者を確保するとともに、情報伝
    達のしくみを宇和島市全体で取り組む。　　認知症フォーラム1回開催（70名参加）、だんだんネット協力事業
    所49事業所追加。
○認知症医療・ケア研修会
　　・認知症医療との連携……認知症情報提供書の活用推進及び内容改善
　　・認知症ケア研修……センター方式等の勉強会を実施
○認知症学習会
　　・認知症講演会の実施　年1回・100名参加
　　・認知症シンポジウム　　230名参加
　　・認知症講座（サポーター養成講座）　　年35回・1,010人
　　・キャラバンメイトフォローアップ研修……キャラバン・メイト連絡会の結成　年1回・39名参加,メイト登録者65名
　　・認知症家族のつどいへの協力　　年12回、別に津島地区で1回
　　・認知症相談室……医師相談　　年6回・12件

決算額

385千円

実績値

左記参照

進捗状況

3

施策の方向

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

計画での方向

介護予防一般高齢者施策事業
総合相談・権利擁護事業

基本目標

推進方策
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Ⅳ　男女がともに安心して暮らすことができる地域づくり

３　高齢者や障害者がいきいきと生活できる条件整備

２．介護予防事業の充実

［３］　認知症高齢者への支援

現状値（H22) 目標値（H24）

 高齢者福祉課 ①充実 ②継続 ③新規

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

－

全く進んでいない 全く考慮されていない

該当しない

若干進んだと思う 若干、考慮されている

あまり進んでいない ほとんど考慮されていない

ある程度進んでいる ある程度、考慮されている

平成24年度予定

予算額

目標値

事業の効果が、男女双方に及ぶように配慮されているか

広報・出版物などが男女共同参画に配慮した表現となるよう工夫されたか

性別による固定的な役割分担等が行われていないか

事業の対象者を男女ともに想定し、双方が利用・参加しやすいような配慮がなされているか

事業に対する評価・課題等

男女共同参画の視点での評価

事業の企画・立案・実施にあたり、男女双方の意見が取り入れられているか

平成23年度実績

決算額

実績値

進捗状況

計画での方向

総合相談・権利擁護事業

事業の概要

高齢者に対する暴力（家族による年金の取り上げ、虐待）の防止と一体的に実施。

具体的施策

関連事業 担当課
数値目標

基本目標

推進方策

施策の方向

平成２２年度実績の進捗状況 男女共同参画の視点での評価

かなり進んでいる 十分に考慮されている
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